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本研究の目的

小学校社会科第五学年における主要な学習 「内容」である、日本における農業 ・水産業、工業についての学

習を 「産業学習」と称している。

『小学校学習指導要領解説社会編』(文部省 (1999))では、「食料生産に従事している人々の工夫や努力」

と 「工業生産に従事している人々の工夫や努力」について、それぞれ次のように解説している。

・「食料生産に従事している人々の工夫や努力」を調べるとは、我が国の食料生産に従事している人々が、

社会的な条件のほかに、地形条件や気候条件などの自然環境に様々な働きかけをしたりそれを生かしなが

ら生産を高める工夫や努力をしていることを具体的に調べることである。(p.62)

・「工業生産に従事している人々の工夫や努力」を調べるとは、我が国の工業生産に従事している人々が、

例えば、原材料の確保や製造の過程、製品の販売や消費地への輸送、新しい技術の開発、資源の有効な利

用と確保、環境保全への取組などにおいて、様々な工夫や努力をしていることを具体的に調べることであ

る。これらの工夫や努力には、工業の種類や生産されている工業製品によって多少の違いが見られるもの

の、消費者の多様な需要に応え、環境に配慮して生産を高めていることなどが共通している。(p.66)

これらの記述を見れば、現行の小学校学習指導要領がいう 「生産に従事している人々の工夫や努力」の中心

は、「生産を高める」こと、すなわち生産性の向上であるということができる。これは、現行の小学校学習指

導要領においてばかりでなく、これまででもそうであった。

小学校学習指導要領における社会科第五学年の 「内容」の記述にしたがい、多くの教師は産業学習を展開す

るときに、「生産に従事している人々の工夫や努力」を強調している。しかし、「工夫や努力」の内実は漠然と

しており、何を授業で取り上げれば 「工夫や努力」を学習したことになるのかを理解せずに授業を展開してい

る教師が多いのも事実である。極端な場合には、「工夫や努力は何ですか?」 とそのままを子どもたちに問う

授業も多く見かけられる。

本研究は、子どもたちが 「生産に従事している人々の工夫や努力」を、生産者の行う経済的意思決定、とり

わけ、人々が 「ハイリスク・ハイリターン」の方法を選んでいるか 「ローリスク・ローリターン」の方法を選

んでいるかというように、リスクとリターンに視点を当てて追究すれば、「工夫や努力」の意味が具体的に理

解できるようになるとともに、経済的意思決定力を獲得しやすいことを明らかにすることを目的としている。

第 1章  産 業学習における 「人々の工夫、努力」

第 1節 岩 田―彦の産業学習論における 「人々の工夫、努力」

産業学習に限らず、小学校社会科の授業では、人々の 「苦労や工夫」あるいは 「工夫や努力」に焦点

を当てて学習することが多い。苦労と工夫がセットになって学習されるのは、苦労を克服する手段とし

て工夫が位置づけられ、工夫によって生活が支えられていること、また、改善されることを子どもに理

解させるためである。

しかし、「苦労と工夫」に焦点を当てた社会科の授業は、批判の対象でもある。例えば、産業学習に

-233-―











*o r -o r  0  o r  ? *o r -o r  0  o r  ?

-f or-or 0 or ? *o r -o r  0  o r  ?

*o r -o r  0  o r  ? *o r -o r  0  o r  ?

fo r -o r  0  o r  ? *o r -o r  0  o r  ?


















